
　
青
山
中
学
校
で
は
生
徒
全
員
が
3
年

間
で
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
3
つ
の
美
術

館
に
行
き
、
デ
ザ
イ
ン
、
日
本
美
術
、

現
代
ア
ー
ト
を
学
び
ま
す
。
校
長
と
し

て
、
生
徒
の
自
立
を
促
す
こ
の
実
践
の

先
見
性
に
共
感
し
、「
中
学
生
を
『
大

人
』
に
!
」
を
掲
げ
て
推
進
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
学
で
は
、
教
職
課
程
受
講

の
大
学
生
を
対
象
に
、
教
育
実
習
な
ど

の
学
校
体
験
活
動
、
教
員
採
用
選
考
の

講
座
、「
外
国
語
（
英
語
）
指
導
法
」
な

ど
の
授
業
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
実
践
が
、
大
学
生
の
学
校
で
の
体
験

活
動
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
関
わ
り
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
中
学
生
が
つ
く
る

4

4

4

授
業
」と
は
?

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
学
1
年
生

の21_21 D
ESIGN

 SIGH
T

（
港
区

赤
坂
）
で
の
鑑
賞
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

大
学
・
中
学
校
教
員
と
大
学
2
年
生
が

展
覧
会
を
事
前
に
鑑
賞
し
、
中
学
生
の

学
び
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
生
徒
は
中

学
校
で
事
前
学
習
の
の
ち
、
全
員
で
同

館
を
訪
問
し
ま
す
。

　
23
年
度
は
「
も
じ 

イ
メ
ー
ジ G

ra-
phic

展
」
で
し
た
。
同
館
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

中
洞
貴
子
氏
の

ガ
イ
ド
に
よ
り
、
多
様
な
デ
ザ
イ
ン
の

作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
生
徒
に
は
、

興
味
深
い
作
品
を
メ
モ
し
、
各
自
が

「
青
山
」
の
ロ
ゴ
を
つ
く
る
課
題
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
生
が
つ
く
っ
た

「
青
山
」
の
ロ
ゴ
も
事
前
授
業
で
紹
介

さ
れ
、
中
学
生
の
制
作
意
欲
を
高
め
ま

し
た
。

　
中
学
2
年
生
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
（
港
区
赤
坂
）
で
の
日
本
美
術
の
鑑

賞
で
す
。
同
館
教
育
普
及
担
当
の
関
香

澄
氏
が
中
学
校
で
、
展
覧
会
「
虫
め
づ

る
日
本
の
人
々
」
を
鑑
賞
す
る
た
め
の

事
前
授
業
を
行
い
、
大
学
3
年
生
が
準

備
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。
次
年
度
は
生
徒
た
ち
自
身
が
事
前

授
業
を
実
施
す
る
た
め
、
自
分
な
ら
ど

の
よ
う
な
授
業
に
す
る
か
を
真
剣
に
考

え
な
が
ら
授
業
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夏
休
み
中
に
各
自
で
美
術
館

に
行
っ
て
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
3
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、

毎
年
3
年
生
は
、
自
分
た
ち
で
授
業
を

つ
く
り
上
げ
ま
す
。
希
望
生
徒
約
10
名

が
「
ビ
フ
ォ
ア
・
チ
ー
ム
」
を
組
織
し
、

事
前
に
各
自
で
森
美
術
館
（
港
区
六
本

木
）
を
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
後
、
中
学

校
に
同
館
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
白
木
栄え

い
世せ

氏
と

大
学
4
年
生
を
招
き
、
中
学
3
年
生
全

員
を
対
象
と
し
た
授
業
の
組
み
立
て
を

話
し
合
い
ま
す
。
生
徒
は
、
自
分
た
ち

RESEARCH ESSAY

研究エッセイ

1979年から教師人生を歩む筆者。日本人学校など
でも勤務。青少年野外活動リーダーとして活動中

学
生
が
つ
く
る
美
術
の

授
業
」
は
、
2
0
0
5

年
に
港
区
立
青
山
中
学

校
の
美
術
科
講
師
で
版

画
家
の
森
恵
美
子
（
ツ
ツ
ミ
エ
ミ
コ
）
氏

が
、
森
美
術
館
に
生
徒
を
引
率
し
、
鑑

賞
の
授
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
は
じ
ま

り
ま
す
。
こ
の
授
業
を
玉
川
大
学
芸
術

学
部
芸
術
教
育
学
科
の
髙
橋
愛
准
教
授

（
当
時
）
が
見
学
し
、
大
学
生
の
参
加
を

模
索
。
そ
し
て
、
大
学
生
の
学
修
と
中

学
生
の
学
び
と
を
連
動
さ
せ
た
協
働
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
と
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
出
会
い
は
、

13
年
、
青
山
中
学
校
着
任
時
で
す
。

「中
教師教育リサーチセンター
教職サポートルーム 客員教授

福井正仁
Masayoshi Fukui

中学生は、私たちが考える以上に「大人」です。
港区立青山中学校では2005年より地域の美術館と、
09年より教職志望の本学学生と協働し、中学生の
自立した学習を促す美術の授業に取り組んでいます。
18年3月まで同校校長を務めたのち、
本学で教職志望の大学生を支援してきた
福井客員教授が、授業実践とその成果を報告します。

中学生がつくる
美術の授業

20

中学校×美術館×大学による協働プログラム
2005年より近隣の美術館と連携する青山中学校。玉川大学も参画し、毎年プログラムを更新している

青山中学校
1947年開校。港区北青山にある公立
校。校歌作曲者は玉川学園創立時の
音楽教師 梁田貞というご縁も

玉川大学
2009年、芸術学部芸術教育学科の髙
橋愛准教授（当時）が指導する大学
生3年生が同プログラムに参加

美術館
2005年から森美術館、07年からサン
トリー美術館、15年から21_21 DE-
SIGN SIGHTとの連携がスタート

森 恵美子 講師

青山中学校美術科講師。
中学校と美術館をつな
ぐ協働プログラムを開
発した授業プランナー。
版画家でもある

髙橋 愛 教授

芸術学部アート・デザ
イン学科教授。専門は
美術教育。中学・高校
の美術教員をめざす大
学生を指導する

実践2：中学2年生×サントリー美術館
国宝、重要文化財を含む約3,000件を所蔵し、日本美術を中心とした企画展を開催する美術館

中学2年生の事前学習
の様子。鑑賞前に美術
館担当者や大学生から
説明を受ける。その後
大学3年生が企画した
日本美術を感じるため
のワークショップを体
験（左）　展示を意識
して、日本画の顔彩を
用いた虫の絵を制作。
制作物は大学生の描い
た水墨画にコラージュ
して校舎に展示（右
上）　美術館鑑賞後は
中学校長や教員などを
交え、大学生が振り返
りや質疑などを行った
（右下）

　23年度は、サントリー美術館の
「虫めづる日本の人々」（23年7月22日
～9月18日）がテーマ。草木花鳥の表
現が大事にされてきた日本美術にお
いて、さまざまな作品に登場してき
た虫に注目し、中世～近現代の絵画
作品などを通して、虫と人との関係
を考える展覧会。伊藤若冲や葛飾北
斎、鏑木清方らの作品が展示された

実践1：
中学1年生×21_21 DESIGN SIGHT
「デザインを通して世界を見る場所」を掲げ、2007年に開館。

15年より中学1年生対象の鑑賞プログラムを実施している

中学1年生と大学2年生が交流しな
がら、美術館の役割などを学ぶ。事
前に大学生が鑑賞した同館展覧会の
体験を中学生にどう伝えるかを考察。
中学生は事前学習ののち鑑賞する

鑑賞後、中学生が制作したロゴ
「青山」のラフスケッチ。展示
や大学生作品の影響が見える

事前授業で大学生が参考作品と
して中学生に提供。影響を受け
た作家や展示の見所を伝える
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会場│21_21 DESIGN SIGHTギャラリー1＆2　開館時間│10:00–19:00（入場は18:30まで）
休館日│火曜日（12月26日は開館）、年末年始（12月27日–1月3日）
展覧会ディレクター│室賀清徳、後藤哲也、加藤賢策
主催│21_21 DESIGN SIGHT、公益財団法人 三宅一生デザイン文化財団
後援│文化庁、経済産業省、港区教育委員会、公益社団法人日本グラフィックデザイン協会、
東京タイプディレクターズクラブ、特定非営利活動法人日本タイポグラフィ協会
特別協賛│三井不動産株式会社　協賛│株式会社TSDO
協力│公益財団法人DNP文化振興財団

2023.11.23 Thu. 
–2024.3.10 Sun.

Venue │
21_21 DESIG

N SIG
HT G

allery 1 & 2
O

pening Hours │
10:00–19:00 (Entrance until 18:30)

C
losed on Tuesdays (Except Decem

ber 26), Decem
ber 27–January 3

Exhibition Directors │
Kiyonori M

uroga, Tetsuya G
oto, Kensaku Kato

21_21 DESIGN SIGHT Exhibition
“Modes and Characters: Poetics of Graphic Design”

展 も
じ

*
UDSKLF

イ
メ
ー
ジ

　2023年度は、21_21 DESIGN SI-
GHT企画展「もじ イメージ Gra-
phic 展」（23年11月23日～24年3月10日）
を鑑賞。副題は“辺境のグラフィッ
クデザイン”。1990年代以降の日本
語を用いたグラフィックデザインを
メインに、国内外54組のグラフィッ
クデザイナーやアーティストの作品
が展示された

21

takabe kiyomi
玉川学園・玉川大学広報誌 『全人』2024年4月号掲載



環
と
し
て
中
学
1
年
生
に
関
わ
り
、
3

年
生
の
「
教
育
実
習（
事
前
指
導
）」、
4

年
生
の
「
教
職
実
践
演
習
」
を
通
し
て
、

中
学
1
年
生
が
3
年
生
に
な
る
ま
で
の

3
年
間
、
同
じ
生
徒
と
関
わ
り
ま
す
。

大
学
教
員
が
一
貫
し
て
指
導
し
、
中
学

校
教
員
も
特
別
講
師
と
し
て
大
学
の
授

業
も
担
当
し
ま
す
。

　
大
学
生
は
、
中
学
校
で
の
3
年
間
の

体
験
を
通
し
て
、
生
徒
の
多
様
な
思
い

や
感
じ
方
に
触
れ
、
造
形
的
な
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
る
姿
か
ら
多
く
を
学

び
ま
す
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
授
業
を
構

想
す
る
教
員
の
思
い
や
工
夫
、
教
科
等

横
断
的
な
学
び
の
広
が
り
も
実
感
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
美
術
館
と
の
連
携
を

通
し
て
、
人
的
・
物
的
な
指
導
体
制
に

つ
い
て
も
学
び
ま
す
。
こ
の
実
践
を
契

機
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
体
験
活
動
に

参
加
す
る
大
学
生
も
お
り
、
教
職
へ
の

思
い
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
は
、
生
徒
と
一
緒
に
活
動
し
、

作
品
鑑
賞
を
通
し
て
学
ぶ
楽
し
さ
や
よ

さ
を
体
験
し
、
生
徒
の
視
点
や
感
じ
方

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
教
員
や
学
芸
員
と
の
事
前
の
打

ち
合
わ
せ
を
基
に
、
生
徒
に
事
前
授
業

を
実
施
し
ま
す
。
展
覧
会
の
内
容
に
合

わ
せ
て
授
業
の
テ
ー
マ
や
ワ
ー
ク
シ
ー

RESEARCH ESSAY

研究エッセイ

が
感
じ
た
こ
と
も
し
っ
か
り
伝
え
、
助

言
を
受
け
ま
す
。

　
23
年
度
は
森
美
術
館
開
館
20
周
年
記

念
展
「
ワ
ー
ル
ド
・
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
：

現
代
ア
ー
ト
の
国
語
・
算
数
・
理
科
・

社
会
」
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

作
者
の
思
い
を
想
像
し
な
が
ら
、
生
徒

は
自
分
た
ち
の
考
え
を
整
理
し
て
、
授

業
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
授
業
は
、

小
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
取

り
入
れ
、
大
学
生
が
各
グ
ル
ー
プ
に
加

わ
っ
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
仲
間
が
組
み
立
て
た
授

業
を
受
け
た
中
学
3
年
生
は
、
時
間
を

か
け
て
準
備
さ
れ
た
話
に
聞
き
入
り
、

ビ
フ
ォ
ア
・
チ
ー
ム
の
自
信
に
満
ち
た

態
度
に
驚
嘆
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、

全
員
で
森
美
術
館
に
行
っ
て
鑑
賞
し
ま

す
。
生
徒
一
人
一
人
が
、
自
ら
の
視
点

で
鑑
賞
し
、
気
に
な
っ
た
作
品
に
く
ぎ

付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
終
了

後
は
「
ア
フ
タ
ー
・
チ
ー
ム
」
も
組
織

し
、
鑑
賞
の
面
白
さ
を
下
級
生
に
ど
う

伝
え
て
い
く
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

校
内
の
展
示
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

大
学
生
の
学
び
は
?

　
本
学
芸
術
学
部
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン

学
科
美
術
教
育
コ
ー
ス
の
2
年
生
は

「
美
術
科
・
工
芸
科
指
導
法
Ⅱ
」
の
一

ト
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容
を
考
え
、

「
何
を
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の

か
」「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」

を
考
え
て
実
践
し
ま
す
。
と
く
に
中
学

3
年
生
の
授
業
で
は
、
大
学
生
が
生
徒

の
授
業
づ
く
り
に
関
わ
り
、
生
徒
が
や

り
た
い
こ
と
を
生
徒
自
身
が
実
現
す
る

た
め
に
、
思
い
や
考
え
を
聞
き
な
が
ら

支
援
し
ま
す
。
生
徒
を
的
確
に
見
守
る

場
面
と
積
極
的
に
支
援
す
る
場
面
の
判

断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
教
職
課
程

の
締
め
く
く
り
の
学
修
と
な
り
ま
す
。

中
学
生
の
学
び
は
?

　
こ
の
実
践
は
、
中
学
生
自
ら
が
授
業

を
構
想
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

に
向
け
た
、
授
業
改
善
の
工
夫
の
一
つ

で
す
。

　
生
徒
一
人
一
人
は
、
興
味
・
関
心
や

特
性
が
異
な
り
、
国
語
や
数
学
、
英
語

で
力
を
発
揮
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
美

術
の
よ
う
な
「
技
能
教
科
」
で
本
領
が

発
揮
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

実
践
で
は
、
生
徒
が
皆
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
過
度
に
意
識
せ
ず
、
自
分
の
強

み
を
遠
慮
な
く
発
揮
で
き
ま
す
。
こ
の

活
動
で
得
た
生
徒
の
自
信
が
、
学
校
生

活
や
他
教
科
の
学
習
に
も
波
及
し
て
い

ま
す
。

　
中
学
生
は
、
比
較
的
年
齢
の
近
い
大

学
生
と
3
年
間
に
わ
た
っ
て
触
れ
合
う

こ
と
で
、
自
分
の
将
来
の
生
き
方
や
進

路
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
後
も
友
達
と
美
術
館

へ
行
っ
た
り
、
こ
の
授
業
に
参
加
し
た

り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　
私
た
ち
は
、
中
学
生
は
ま
だ
子
ど
も

だ
と
思
い
込
み
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
素
晴
ら
し
い
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
言
葉
に
な
ら
な
い
気
持
ち
を

受
け
止
め
、
そ
れ
を
表
現
さ
せ
、
互
い

の
気
持
ち
が
交
流
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
で
す
。

美
術
が
専
門
で
な
い
私
が
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
理
由
は
、

大
学
生
と
中
学
生
の
学
び
が
つ
な
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
な
学
び
が
実
現
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
教
職
の
厳
し
さ
が
話
題
に
上
り
が
ち

な
昨
今
、
学
校
で
生
徒
と
接
す
る
体
験

を
通
し
て
こ
そ
、
教
員
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
学
び
、
教
職
の
魅
力
が
体
感
で
き

ま
す
。
今
後
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

に
つ
い
て
、
主
体
性
、
創
造
性
、
協
調

性
な
ど
の
非
認
知
能
力
に
も
着
目
し
て

実
践
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中学生、大学生の声
プログラムに参加した中学生と、中学生を支えた
教職志望の大学生に、終了後の感想や思いを聞きました

中学校3年生になると、一人一人が自分
なりに美術という営みを感じ、考えて、
自分の一部へと昇華しようとしている。
生徒たちは、友達と意見を交わしながら、
学芸員や学生と触れ合い、自分と向き合
いながら、自分なりの鑑賞ができている
（大学3年生）

教育実習前に中学生と話すことで、中学
生の成長段階を知ることができた。中学
生は指示をしないと動けないと思ってい
たが、授業を通して、「場があれば活動
できる」ことに気付いた（大学3年生）

中1の夏休みの宿題で初めて美術館に行ったが、正解
がなく自分で感じ取らなければならないので非常に厳
しいと感じた。中3でビフォア・チームとして事前に
作品を見て、「これ何をしているんだろう」と思った
自分の気持ちを皆に伝え、皆にも味わってほしいと思
った。作品制作は、目的が確実でないものをやってみ
ることに意味があると感じた。生きていく上では、点
数とか皆が比べ易いものではないものも大事だと思っ
た（中学3年生）

皆バラバラのことを考えて
一つの作品を見ているのが
おもしろい。美術は作品を
色々な人に見てもらえる。
身近なものも作品になるこ
とを実感した（中学3年生）

実践3：中学3年生×森美術館
2005年に森美術館で行った中学2、3年生対象の鑑賞授業が、20年近くつづく協働プログラムの出発点に

　森美術館開館20周年記念展「ワー
ルド・クラスルーム：現代アートの
国語・算数・理科・社会」（23年4月
19日～9月24日）が、23年度の中学3
年生が取り組んだテーマ。8つの教
科「国語」「社会」「哲学」「算数」「理
科」「音楽」「体育」「総合」を現代アー
トの入口に、未知の世界へと誘う展
覧会。各作品は教科別に展示された

有志のビフォア・チームは授業構築のため、事前に森美術館へ。中学生
のサポートのため、大学生は同館白木氏のレクチャーを受ける（左）　
鑑賞後、事前授業のためのミーティングを中学生、大学生、白木氏が実
施（右上）　ビフォア・チームによる授業を鑑賞前の生徒に行う（右下）

港区立
青山中学校 
公式X（旧Twitter）

日々の学校生活や教育活動、行
事の模様などを発信中。協働プ
ログラムの様子も、写真ととも
に紹介している

森美術館
公式YouTube
青山中学校生徒が授業で出会っ
た現代アートを語る動画「森美
術館ラーニング・プログラム参
加者の声 #4」。約12分

中学生がつくる
美術の授業
リーフレット
2005～2024年まで毎年実施してきた
プログラムの内容と実践を紹介。青
山中学校HPのコンテンツから内容
を見ることができる
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